平成年月日()

道徳　本日のテーマ～理想の実現を目指して自己の人生を切り拓く

夢の扉「実践教育で高校生をプロの料理人に育てる」を視聴して
　一つ学年が進級し、進路決定に向けて一歩近づきました。そして３年生は受験の年を迎えます。義務教育を終えると、初めてみなさんは進路を選択することになります。どのような進路を選ぶのか。どの高校を志望するのか。それは将来の夢や希望をかなえるために最もふさわしいところであるべきです。今日視聴する番組は、調理師になることを目標に日々学ぶ高校生とその先生のお話です。そこからは大きな目的意識が感じられ、ただなんとなく高校に行く、といった軽い気持ちはありません。番組では、最近の高校の動向も紹介されます。自分の進路のあり方を考えながら視聴してみましょう。

1． 紹介されている三重県相可高校食物調理科・調理クラブで学ぶ生徒の姿にどんな感想を持ちましたか。

２．高校に行く目的とは何でしょうか。番組も参考に、あなたの考えを書いてください。

3． 将来の夢を実現するために調理科を選択した高校生は大変に有意義な高校生活を送っているようです。しかし高校を選ぶ上で、将来の夢や自分のやりたいことなどにはあまり関係なく、小さな理由で高校を選んでしまったり、進学してから授業に打ち込めない生徒もいるようです。そこで…

1） 「こういう理由で高校を選ぶのは良くない」というものをいくつかあげてみてください。

　２）「こういう高校生にはなりたくない、こういう高校生活は送りたくない」と思うものをいくつかあげてください。

４．あなたの将来の夢は何ですか？具体的なものがなくても「こういう関係の仕事」「こういうことを生かせる仕事」という形でも良いですから、なるべく書いてみましょう。

５．４の夢や希望をかなえるために、高校でどんな勉強をしたいですか。どんなことを頑張りたいですか。

６．本日の授業をふりかえり、進路選択や将来のことについて考えたことを自由に書いてください。

番組の中で村林信吾先生が語った次の言葉が印象的でした。もう一度かみしめてみましょう。

「さぼらず頑張った場合、高校生活３年の重さ・長さはぜんぜん違う」「この子たちは中学校の時に将来の進路はどうするかって考えて受験している。だから意識が高い。少々キツイことを意っても、頑張る。」
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